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　　　この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金を受けて発行しています。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
社
協
会
費
や
共
同
募
金
を

は
じ
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
種
事

業
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
の
新
し
い

時
代
を
華
々
し
く
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
令
和
も
早
い
も
の
で
二

年
目
の
幕
開
け
と
な
り
、
益
々
穏
や
か

で
平
和
が
永
遠
に
達
成
さ
れ
る
こ
と
を

切
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

旧
年
を
ふ
り
返
り
ま
す
と
八
月
の
九

州
北
部
豪
雨
、
九
月
に
は
台
風
十
五
号

や
翌
十
月
の
台
風
十
九
号
に
よ
る
大
規

模
災
害
、
特
に
こ
の
台
風
十
九
号
は
、

激
甚
災
害
及
び
非
常
災
害
に
指
定
さ
れ

る
な
ど
、
そ
の
大
き
な
被
害
は
記
憶
に

残
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
被
災
し
た
地

域
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

社
会
福
祉
法
人

　

弟
子
屈
町
社
会
福
祉
協
議
会

会  

長　

星　

川　
　
　

均

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
豪
雨
や
地
震
に
よ
る
災
害
発

生
が
相
次
ぐ
中
で
、
平
時
か
ら
防
災
対

策
や
災
害
発
生
に
備
え
た
支
援
体
制
の

整
備
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。　

　

本
社
協
で
は
、
町
や
道
社
協
等
と
連

携
し
、
災
害
発
生
後
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

日
常
生
活
支
援
な
ど
災
害
時
福
祉
支
援

活
動
の
体
制
整
備
と
し
て
、
対
応
職
員

の
人
材
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
承
知
の
よ
う
に
近
年
に
お

け
る
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
本
町
に
お
い

て
も
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
核
家
族
化

に
伴
う
家
庭
・
家
族
の
介
護
力
の
低
下

な
ど
、
今
後
ま
す
ま
す
地
域
福
祉
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
年
も
本

社
協
で
は
自
立
支
援
の
た
め
の
介
護
予

防
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
、
障

が
い
、
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か

ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
状
態
に

な
っ
て
も
、
家
族
や
友
人
、
知
人
と
の

関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
地
域
の
一
員
と

し
て
誰
も
が
誇
り
を
も
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
使
命

に
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
町
民
の
皆

様
や
関
係
機
関
、
各
福
祉
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
共
に
地
域
福
祉
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

事
業
推
進
に
対
し
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ

の
一
年
が
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　社会福祉協議会は、行政や地域住民の皆様
に支えられ、誰もが安心して暮らすことがで
きる福祉の町づくりに取り組んでいます。
　慶弔のお返しにかえて、また結婚や出産等
を記念して、地域福祉のご厚情をお待ちして
おります。

社協の運営は、
皆様の温かい善意に
支えられています。
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　11月11日㈪、町立弟子屈小学校児童会の皆さ
んが、校内で集めた募金を弟子屈町共同募金委
員会へ寄付されました。 
　この貴重な善意は、少子高齢化が進む中で住
民相互が支えあう地域づくりのために、社会福
祉協議会や福祉団体などの事業、さらにはボラ
ンティア活動を支援するなど、弟子屈町の社会
福祉事業の推進に役立たせていただきます。
　どうも、ありがとうございました。

てしかが町を
よくするしくみ

ご支援・ご協力
どうもありがとう
ございました。

たくさんの方々にご協力を頂き、
令和元年度12月６日までに
集められた募金は次のとおりです。

　「歳末たすけあい運動」募金は、民生委員の方にご協力を頂き、「要
支援世帯」「ひとり親世帯」　「在宅介護を受けている方」等へ年末に
お見舞い金を贈呈いたしました。

815,047円（目標額／1,350,000円）

253,946円（目標額／400,000円）

赤い羽根共同募金

歳末たすけあい運動

中間報告

12月６日㈮　現在の災害義援金送金状況

◆北海道胆振東部地震義援金…………785円
◆台風19号災害義援金…………141,071円

引き続き、
ご協力お願い

致します。

弟
子
屈
小
学
校児童

会
の
皆
さ
ん

温かいご支援
ご協力に感謝

児童の代表から弟子屈町共同募金委員会の
小林会長へ募金贈呈
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　10月16日㈬より17日㈭川湯温泉の川湯観光ホテ
ルにて、釧路地区老人クラブ連合会会員リーダー
研修会が開催され、15名の会員が参加しました。
　「元気で魅力溢れる高齢者や活力ある老人クラブ
活動づくりを進めるために研修を通じてリーダー
が様々な知識、技術を吸収し、会員へと伝える」
ことを開催目的として、今回は池田町老人クラブ
連合会事務局長の佐藤智彦氏をお招きしました。

「日常生活支援『LOREN支えあいパートナー事業』
の取り組み」と題し、全道でも先駆的である池田
町の事業展開の事例を交えてご講演いただき、参
加されている方も老人クラブ活動が地域福祉活動への一助となることを学び、有意義な時間を過ごす
ことができました。
　その後の交流会では、各町村の会員が歌や踊りを披露し、相互に交流を深めておりました。

講演をいただいた　石澤　正氏

研修会の様子

ドリフのズンドコ傘踊りを披露した
美里寿友の会有志の皆さん

 老人クラブの ページ
釧老連会員リーダー研修会

老
人
福
祉
大
会

「
演
芸
交
流
の
集
い
」

　

第
29
回
老
人
福
祉
大
会
演
芸
交
流
の
集
い
を
弟

子
屈
町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
10
月
25
日

㈮
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

老
人
福
祉
大
会
で
は
、
釧
路
在
住
で
元
教
諭
の

石
澤
正
氏
を
お
招
き
し
て
「
ち
ょ
っ
と
一
服
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
人
生
ト
ー
ク
」
と
題
し
、
前
半

は
高
度
な
手
さ
ば
き
と
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
マ
ジ
ッ

ク
を
ご
披
露
さ
れ
、
驚
き
と
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
み
こ
み
、
会
場
内
の
距
離
間
を
一
気
に
近
づ
け

ま
し
た
。

　

後
半
は
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
、
身
近
な
人
生

ト
ー
ク
の
内
容
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、
目
と
耳
を

養
う
大
変
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
演
芸
交
流
の
集
い
」
へ
移
り
、
第
一

部
と
い
た
し
ま
し
て
、
三
味
線
、
民
謡
、
舞
踊
な

ど
の
出
演
、
引
き
続
き
、
第
二
部
で
は
各

ク
ラ
ブ
18
組
の
参
加
者
の
出
演
を
頂
き
、

カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
、
合
唱
等
が
披
露
さ
れ

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　

作
品
展
示
に
は
、
８
名
の
方
よ
り
陶
器
、

木
彫
り
等
、
コ
ツ
コ
ツ
一
年
間
で
積
み
重

ね
ら
れ
た
力
作
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
会
員
さ
ん
は
終
了
と
と
も
に
、

熱
が
冷
め
な
い
う
ち
に
と
、
も
う
来
年
に

向
け
て
試
案
を
練
る
こ
と
へ
気
持
ち
が
移

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
発
な
光
景
が

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
と
な

り
ま
し
た
。

第
29
回
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　令和元年10月10日㈭弟子屈町老人福祉センター集会
室で、令和元年度弟子屈町赤十字奉仕団の基礎研修会が
行われ、奉仕団員18名が参加しました。
　研修会では、日本赤十字社北海道支部の方々を講師に
迎え、赤十字奉仕団の正しい知識を深めたうえで、奉仕
団員としての役割や出来ることを考えました。
　グループワークでは、町内の防災マップを作り、「町
内で災害が発生した際には何ができるのか」や「奉仕団
の活動を継続するためには何が必要か」などをお互いに
話しあい、意見交換をしました。

日赤奉仕団基礎研修会を開催

町内の防災マップづくりを行う奉仕団たち

　11月10日㈰、弟子屈更生保護女性会
が主催する第11回チャリティー職域か
くし芸大会が、社会老人福祉センター
で開催されました。
　弟子屈更生保護女性会は、地域の非
行、犯罪防止活動に努めており、各関
係機関団体と連携を深めながら明るい
社会の実現を目指して日々活動されて
おります。
　その活動をもっと町民の方にも広く
周知することを目的に、隔年で行って

社
協
も出演

し
ま
し
た

いるのが、職域かくし芸「芸能の集い」です。
　今年は、職員有志による「バケツ隊」と称して、バ
ケツを太鼓の代わりにして、ＮＨＫ朝の連続テレビ小
説でお馴染みの「あまちゃん」と「なつぞら」のオー
プニングテーマ曲を演奏しました。
　また、大会のフィナーレを飾る「白浪五人男」の一
人として、本会の星川会長が出演しました。
　この大会の収益の一部は、寄付として社会福祉協議
会へ贈られました。
　弟子屈更生保護女性会の皆様、どうもありがとうご
ざいました。

職
員
有
志
に
よ
る

社
協
バ
ケ
ツ
隊

白浪五人男に
　　出演した星川会長
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地域食堂
〜キッチン・みちくさ〜

月１回開催

第30回

※準備の都合上、完全予約制です。

待合室みちくさ
☎015-︎482-︎2858

問合せ
ご予約

みちくさ
ふれあいサロン

小・中・高校生　100円
　　　　　大人　300円

料　金 幼児
無料

◆令和２年１月18日㈯
　…スパゲッティミートソース
　　フルーツポンチ
◆令和２年２月15日㈯
　…カレーライス、サラダ
◆令和２年３月21日㈯
　…野菜たっぷりのいも団子汁、おにぎり

地域食堂〜予定と献立〜

　日頃よりキッチン「み
ちくさ」にたくさんのご
支援をいただきまして
ありがとうございます。
　本年もキッチン・「みちくさ」をよ
ろしくお願いいたします。
　子どもからお年寄りまで、どなたでもご利用できます。

新年明けまして
おめでとうございます！

　11月５日㈫、待合室「みちくさ」で、第30回「ふれあい
サロン」が行われました。
　今回はすずらん100歳体操の会で日頃より元気に運動を
続けている10名の会員が参加しました。

　笹島久美さん指導の座ってできる体操
や、金澤三惠子さんの紙芝居、吉口教子
さんによるピアノ演奏など内容は盛りだ

くさんで、参加し
ている人たちは
楽しいひと時を
過ごしました。
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猿田　咲花　様
和田玲衣菜　様
明盛建設　様
杉山　陽都　様
森の家しらかば　様
リサイクルショップ
　　　　　　きずな様
本川久美子　様
田畑　純子　様
古瀬　　駿　様
古瀬　らむ　様
石川　彩葉　様
石川　朝陽　様
㈱畑中産業　様
特別養護
　　老人ホーム摩周　様
北海道弟子屈
　　高等学校　様
摩周厚生病院　様
斉藤かつ子　様
野村ミツ子　様
中沢クニ子　様
木田さゆり　様
川湯の森病院　様
石坂　敏彦　様
今井林業友の会　様

◆ エコキャップ◆
矢野　良洋　様（３回）
矢沢　厚子　様
形部　　章　様
お宿　欣喜湯　様
東洋実業　様
セイコーマート
　　　　山名店　様
にこにこクラブ　様（２回）
認定子ども園
　　ましゅう　様（２回）
永谷牧場　様
阪口　直之　様
グループホーム
　　あったか家　様
朝日自治会女性部　様
齋藤　悦子　様
セイコーマート
　　川湯店　様（２回）
今野　文子　様
両国食堂　様
丸山　乃愛　様
斉藤　清子　様
佐藤　　歩　様
北崎　雅雪　様
明鶴寮　様

一ノ戸サツ子　様
北崎　仁皓　様

◆リングプル◆
矢沢　厚子　様
形部　　章　様
セイコーマート
　　　　山名店　様
にこにこクラブ　様
阪口　直之　様
両国食堂　様
丸山　乃愛　様
明鶴寮　様
猿田　咲花　様
認定子ども園
　　ましゅう　様
明盛建設　様
北崎　㮈樹　様
本川久美子　様
きずなのなかま達　様
朝日自治会女性部　様
田畑　純子　様
中田　節子　様
㈱畑中産業　様
斉藤かつ子　様
野村ミツ子　様

特別養護
　　老人ホーム摩周　様
中沢クニ子　様
木田さゆり　様
川湯の森病院　様
石坂　敏彦　様
今井林業友の会　様
冨田　政和　様
一ノ戸サツ子　様

◆古切手◆
べんり屋すずき　様
朝日自治会女性部　様
明盛建設　様
田畑　純子　様
齋藤　悦子　様
㈲有岡建材店　様
高岸ミツ子　様
教育委員会　管理課　様
　

お休みのお知らせ
令和元年12月26日㈭
〜令和２年１月13日㈪

待合室
みちくさ

令和元年12月31日㈫
〜令和２年１月５日㈰

ボランティア
センター

選別作業
１月はお休みします

ボランティアセンター掲示板
　ボランティアセンターでは、
毎月第1火曜日の午後１時か
ら３時まで、皆様からいただい
たエコキャップ、リングプル、古
切手の選別作業を行っていま
す。

☎015-482-2858
連絡先

協力できる方は、
ボランティアセンターまで

ご連絡ください。
皆さん、ぜひお立ち寄りください
※お餅が無くなり次第、終了になりますので、お早めにお越しください。

　１月14日㈫より今
年もお供え餅を使っ
たお汁粉ウィークを
一週間、開催します。

収集ボランティア活動報告
弟子屈町社会福祉協議会預かり分／ボランティアセンター預かり分

令和元年９月12日〜令和元年12月６日まで

おしるこ
　ウィーク開催！
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10
月
と
11
月
に
、
川

湯
中
学
校
・
弟
子
屈

中
学
校
で
福
祉
体
験

学
習
が
行
わ
れ
、
社

協
職
員
が
出
前
講
座

を
行
い
ま
し
た
。

　

視
覚
障
が
い
の
体

験
で
は
ア
イ
マ
ス
ク
を
装
着
し
、
目
が

見
え
な
い
状
態
と
そ
の
人
の
サ
ポ
ー
ト

方
法
を
学
ぶ
疑
似
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
普
段

当
た
り
前
に
見
え
て
い
る
も
の
や
聞
こ

え
て
い
る
も
の
が
な
く
な
る
と
「
と
て

も
怖
い
」
と
い
う
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

車
い
す
体
験
で
は
、
車
い
す
の
開
き
方
や
た
た
み
方
と
い
っ
た
基
本
を
学

び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
段
差
や
ぬ
か
る
ん
だ
道
を
進

む
際
の
車
い
す
移
動
の
方
法
に
つ
い
て
、
実
際
に
車

い
す
に
乗
っ
た
り
、
車
い
す
を
押
し
て
体
験
し
ま
し

た
。

 

　

今
回
の
福
祉
体
験

を
通
し
て
、
福
祉
に

対
す
る
興
味
を
持
ち
、

１
人
で
も
多
く
の
人

が
困
っ
て
い
る
人
に

声
を
か
け
た
り
、
そ

の
人
の
た
め
に
行
動

で
き
る
人
に
成
長
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　去る10月11日㈮、「釧路郵便局長夫人会北
部会」様より、ボックスティッシュや古布を
多数寄贈していただきました。
　いただいた物品は、社会福祉協議会を通し
て必要とする方へ配られます。

　「北海道コカ・コーラボトリング株式会社」
様より、福祉施設へのクリスマスプレゼント
として、コカ・コーラ飲料の清涼飲料水を寄
贈していただき、11月29日㈮に贈呈式が行わ
れました。
　寄贈された果実飲料やスポーツドリンクな
どを含めた19ケース（計492本）は、社会福
祉協議会を通して各施設へ送られました。

福祉体験学習
出前講座

あたたかい善意をありがとうございます

弟子屈町の福祉推進にご協力いただき、
どうもありがとうございました。
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◆商業まつり
　　　実行委員会 様

7,779円 （商業まつりの収益の一部を
　　　　　社会福祉のために使ってください）

◆丸田　洋子 様 100,000円 （社会福祉のために使ってください）
◆宮㟢　益光 様 50,000円 （車いす借用のお礼として）

◆摩周歌謡クラブ 様 30,000円 （歌まつりの収益の一部を
　　　　　社会福祉のために使ってください）

◆弟子屈更生保護
　　　　　女性会 様

30,000円 （職域かくし芸大会収益の一部を
　　　　　社会福祉のために使ってください）

20,000円 （社会福祉のために使ってください）
◆髙橋　幸子 様 20,000円 （亡母が生前お世話になったお礼として）

寄　附　金
令和元年９月12日から令和元年12月６日までにお寄せいただいた「寄附金」・「寄贈品」を紹介します。

◆㈲ホテル川湯パーク 様 未使用タオル
ティッシュ多数 （必要としている方に使っていただきたい）

◆岸里美智子 様 毛糸の靴下、カバー （必要としている方に使っていただきたい）

◆４町内自治会女性部 様 清拭布・雑巾多数 （必要としている方に使っていただきたい）

◆熊谷ミトシ 様 毛糸の
靴下、手袋、帽子等 （必要としている方に使っていただきたい）

寄　贈　品

※数や色、サイズには限りがありますので、ご了承ください。

ぬ くい
最近は寒さ

が
厳しい…

少しでも温
かく

していたい
！

冷えたあなたの素足もほっこりする、
毛糸の靴下はいりませんか？

福祉センターに寄贈のあった手編みの靴下を、
希望される方へ無料でお譲りしております！

必要な方は、社会福祉協議会窓口までお立ち寄りください。

相棒はいかがですか

〒088-3211
弟子屈町中央2丁目10番25号
弟子屈町社会老人福祉センター内

TEL　015-482-1054
FAX　015-482-1236

社会福祉法人
弟子屈町社会福祉協議会

ご意見ご感想をお寄せください
公式ホームページからも
受け付けております。
teshikaga-shakyo.jp


